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重要イベント① 米国の金融政策  

米国では12月12、13日に、金融政策決定の場であるFOMC（米連邦公開市場委員会）が行なわれます。市
場では政策金利目標レンジの1.00～1.25％から1.25～1.50％への引き上げが、確実視されているようです。市
場の関心は来年の金融政策に移りつつあり、パウエル次期FRB(米連邦準備制度理事会)議長のもとでの金融政
策運営が注目されます。 

重要イベント② 米国の財政政策 
米国下院は連邦法人税率の20％への引き下げなどの税制改革案を可決し、焦点は上院の審議に集まっています。
減税の規模と内容、代替的な増収策などに関して各議員の意見をまとめることができるか、まだ不透明なようです。
12月12日に行なわれるアラバマ州の上院議員補欠選挙の帰趨も財政審議に影響する可能性があり、注目されま
す。 

重要イベント③ ドイツの政治情勢と英国のEU離脱交渉 
ドイツでは、連立政権交渉が難航し、政治情勢が不透明になっています。欧州の中核であるドイツのメルケル首相の
政治力が弱まると、欧州政治・経済統合の先行きに不透明感が高まることが懸念されます。英国のEU（欧州連
合）離脱交渉ではメルケル首相がEU側の対英強硬論を抑えにくくなり、交渉が困難さを増す可能性もあるでしょう。 
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 上記は、すべて現地時間で作成しており、作成時点で利用可能な最新の情報を用いておりますが、発表日は変更される可能性があります。 
（出所）Bloombergデータ等より野村アセットマネジメント作成 

予定

8日(金) 中国 貿易収支（11月）

8日(金) 米国 雇用統計（11月）

12日頃 中国 マネーサプライ、社会資金調達金額（11月）

12日(火) 米国 アラバマ州での米上院議員補欠選挙

13日(水) 米国 消費者物価指数（11月）

13日(水) 米国 金融政策発表

14日(木) 中国 小売売上高、鉱工業生産指数、固定資産投資(11月)

14日(木) ユーロ圏 金融政策発表

14、15日 ユーロ圏 EU首脳会議

15日(金) 日本 12月調査日銀短観

21日(木) 日本 金融政策発表

22日(金) 米国 個人所得、個人消費支出、個人消費支出デフレーター（11月）

26日(火) 日本 失業率、有効求人倍率、消費者物価指数（11月）
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○野村アセットマネジメントHP（http://www.nomura-am.co.jp/）からは、 

 ホーム画面 ＞ マーケット情報 ＞ マーケットコメント 

 とクリックしていただくことで、アクセスできます。 

 こちらのページからは、過去のマーケットコメントもご覧いただけます。 
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